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『
生
涯
学
習
メ
ニ
ュ
ー
Ｔ
Ｒ
Ｙ（
ト

ラ
イ
）』が
折
り
込
ま
れ
て
い
ま
す

特 集 歩みつづけて半世紀 さらに飛躍の新世紀

～越谷市制施行５０周年記念事業を振り返って～……………………………………�～�
特 集 地区センター・公民館へ行ってみよう！ …………………………………………………�～�
〈まちは楽しい宝島〉 地域の力で水辺の再生～元荒川のシバザクラ～…………………………�～�

正しくできていますか ? あなたの「ごみの分別」をチェック！………………………�
ピアニスト 佐藤 展子（さとう のりこ）さん・圭奈（けいな）さん…	

《イベントガイド》サンシティ、科学技術体験センター、児童館コスモス・ヒマワリ……………………
～�
老人福祉センターけやき荘・くすのき荘・ゆりのき荘、越谷市民プール

４４月月１１日日オオーーププンン！！ 新新ししいい大大相相模模地地区区セセンンタターー
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昨
年
は
、
市
制
施
行
５０
周
年
と
い
う

大
き
な
節
目
と
な
る
記
念
す
べ
き
年
を

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
迎
え
、

お
祝
い
す
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
１

０
０
周
年
に
向
け
た
飛
躍
の
年
と
な
り

ま
し
た
。

記
念
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
ま
し
て

は
、
青
木
並
五
郎
委
員
長
を
は
じ
め
と

す
る
市
制
施
行
５０
周
年
記
念
事
業
推
進

市
民
委
員
会
の
皆
さ
ま
が
、
記
念
式
典

部
会
、
事
業
部
会
、
記
念
誌
作
成
部
会
、

広
報
部
会
の
４
部
会
に
分
か
れ
、
こ
れ

ま
で
積
極
的
に
ご
協
議
い
た
だ
き
な
が

ら
市
制
施
行
５０
周
年
の
Ｐ
Ｒ
や
補
助
金

交
付
事
業
、
記
念
式
典
で
の
市
民
参
加

事
業
の
実
施
、
記
念
誌
の
編
集
、
フ
ァ

イ
ナ
ル
イ
ベ
ン
ト
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
７
月
に
は
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自

慢
」
公
開
生
放
送
、
さ
ら
に
８
月
に
は

「
国
立
ボ
リ
シ
ョ
イ
サ
ー
カ
ス
越
谷
公

演
」
も
記
念
事
業
と
し
て
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
来
場

い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
平
成
１９
年

６
月
に
市
制
施
行
５０
周
年
記
念
事
業
庁

内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
委
員
会
を
組
織

し
、
市
民
委
員
会
と
連
携
を
図
り
事
業

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
市
民
の
皆
さ

ま
、
企
業
・
団
体
の
皆
さ
ま
と
行
政
が

一
体
と
な
り
、
市
制
施
行
５０
周
年
を
お

祝
い
で
き
た
こ
と
は
、
市
民
の
皆
さ
ま

と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
施
策
の
根

幹
と
し
て
お
り
ま
す
私
に
と
っ
て
何
物

に
も
代
え
が
た
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
誰
も
が
安
全
で
、
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
自
立
都
市

越
谷
の
創
造
に
全
力
を
傾
注
し
て
い
く

こ
と
を
、
こ
こ
に
お
誓
い
い
た
し
ま
す
。

そ
し
て
、
越
谷
市
は
新
た
な
半
世
紀
に

向
け
力
強
く
歩
み
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
日
ま
で
市
政
進
展
に
ご
尽
力
賜
り

ま
し
た
先
輩
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
市
民

の
皆
さ
ま
の
「
ふ
る
さ
と
越
谷
」
を
思

う
熱
意
と
ご
努
力
に
重
ね
て
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
情
熱
は
、

こ
れ
か
ら
も
越
谷
市
が
飛
躍
す
る
た
め

の
必
要
不
可
欠
な
原
動
力
で
あ
り
ま
す

の
で
、
ど
う
か
今
ま
で
以
上
の
ご
指
導

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
衷
心
よ
り

お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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〜
越
谷
市
制
施
行
５０
周
年
記
念
事
業
を
振
り
返
っ
て
〜

昨
年
１１
月
３
日
に
市
制
施
行
５０
周
年
を
迎
え
た
越
谷
市
。
平
成
２０
年
度
に
は
、
５０
周
年
を

記
念
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
行
い
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
ど

の
よ
う
な
事
業
が
行
わ
れ
た
の
か
、
ま
た
、
実
際
に
５０
周
年
事
業
に
携
わ
っ
た
市
民
委
員
会

の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

問
合
せ

広
報
広
聴
課
�
９
６
３
�
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１
７

市制施行50周年キックオフイベント

越越谷谷レレイイククタタウウンン
オオーーププニニンンググフフェェススタタ

市市制制施施行行５５００周周年年記記念念ロロゴゴママーークク・・キキャャッッチチフフレレーーズズのの発発表表

５０周年とともに越谷レイクタウンがまちびらき。昨年４月１２日

（土）と１３日（日）、まちびらきと併せて市制施行５０周年キックオフ

イベントを開催し、両日で約２万人が来場しました。

市制施行50周年記念

国国立立
ボボリリシショョイイササーーカカスス

越越谷谷公公演演
８月２８日（木）～３１日（日）に、総合体育館で国立

ボリショイサーカス越谷公演（全１０回）が行われ

ました。夏休み最後ということもあり大勢の子ど

もたちが来場しました。

新新新
たたた
ななな
半半半
世世世
紀紀紀
ににに
向向向
けけけ

力力力
強強強
くくく
歩歩歩
みみみ
出出出
ししし
ままま
すすす

市制施行50周年記念

ＮＮＨＨＫＫののどど自自慢慢
７月１３日（日）に、サンシティ越谷市民ホールで

ＮＨＫのど自慢公開生放送が行われました。ゲス

トは森進一さんと島津亜矢さんで、１７５４組の応募

の中から選ばれた２０組の出場者は、思い思いの衣

装で熱唱しました。

越谷市長

板川 文夫

地元小学生が参加した
カヌーのパドル授与式

光陽中学校の吹奏楽部による演奏

大相模小学校バトンダンスクラブの
発表

はとの形をしたエコ風船のリリース

大相模中学校の吹奏楽部による演奏

見田方遺跡公園に建てられた
まちびらきと市制施行５０周年
の記念碑
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越谷市の伝統
の象徴として、越谷市木遣保存
会による木遣り歌が披露されま

した。越谷市木遣保存会は平成２年に「越谷市無形民
俗文化財」の指定を受け、平成７年には埼玉県から「文
化ともしび賞」を受賞しています。

越谷市の未来
の象徴として、越ヶ谷小合唱部
による合唱が披露されました。

越ヶ谷小合唱部は「第７５回NHK全国学校音楽コンク
ール関東甲信越ブロックコンクール」で前年度に続き
銅賞を受賞しています。

越谷市の現在
の象徴として、文教大学吹奏楽
部による演奏が披露されました。

文教大学吹奏学部は第５６回全日本吹奏楽コンクール・
大学の部で銀賞を受賞しています。

越谷市の未来
の象徴として、北中吹奏楽部に
よる演奏が披露されました。北

中吹奏楽部は「第１４回西関東吹奏楽コンクール」にお
いて、３年連続となる金賞に輝きました。

越越
谷谷
市市
制制
施施
行行
５５００
周周
年年
記記
念念
式式
典典

昨
年
１１
月
３
日
、
総
合
体
育
館
で
越
谷
市
制
施
行
５０
周
年
記
念
式
典
を
挙

行
し
ま
し
た
。
来
賓
・
招
待
者
、
顕
彰
者
な
ど
約
３
３
０
０
人
が
出
席
し
、

市
政
に
功
労
の
あ
っ
た
方
々
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
５０
周
年

と
い
う
節
目
の
年
に
平
和
都
市
宣
言
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（財）日本宇宙フォー

ラムの寺門邦次さんか

ら、宇宙飛行士の若田

光一さん、向井千秋さ

ん、土井隆雄さんのメ

ッセージボードをいた

だきました。また、天

文家の渡辺和郎さんが

発見した小惑星「越谷

星」の名前を発表しま

した。

第二部が行われている間、

越谷市在住のシンセサイザ

ー奏者、キム・シンさんに

よる幻想的な演奏が続けら

れました。

越越越谷谷谷市市市ののの過過過去去去、、、現現現在在在、、、そそそしししててて未未未来来来へへへ―――

歩みつづけて半世紀 さらに飛躍の新世紀●特集

第一部では、「越谷市制施行５０周年」

を記念し、市政発展のために日ごろ地道

な活動を続けてこられた皆さんや地域で

長く貢献されてきた方々に感謝状を贈呈

しました。

第二部では、市民の

皆さんと共に平和につ

いて考え、市民一人ひ

とりの幸せ、さらには

世界の恒久平和の実現

を希求して、「越谷市

平和都市宣言」を行い

ました。

越谷市平和都市宣言
わがまちは、古くから「水郷こしがや」と
して親しまれてきた水と緑と太陽に恵まれた
美しいまちであります。
そして、このかけがえのない自然と明るく
平和なくらしは、越谷市民すべての願いであ
ります。
わが国は、先の大戦による戦禍にみまわれ、
世界で唯一の被爆国として、尊い命や貴重な
財産を失ってきました。この戦争の悲惨さや
核兵器の恐ろしさを後世に伝えていかなけれ
ばなりません。
わたしたちは、未来に向けて平和で豊かな
社会を築き、美しい自然環境を新しい世代に
引き継ぐため、人類共通の願いである世界の
恒久平和実現を希求し、市制施行５０周年を期
して、ここに平和都市宣言をいたします。

市市
民民
のの
皆皆
ささ
んん
のの
幸幸
せせ
とと
世世
界界
のの
恒恒
久久
平平
和和
をを
願願
いい

「「
越越
谷谷
市市
平平
和和
都都
市市
宣宣
言言
」」をを
行行
いい
まま
しし
たた

今
日
、
平
和
と
い
う
言
葉
は
、
地
球
の
平
和
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
味

や
場
面
で
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
戦
争
の
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
人
権
の
尊
重
や
環
境
破
壊
へ
の
対
応
な
ど
も
含
め
て
平
和
の

概
念
は
広
が
っ
て
き
て
お
り
、
世
界
の
人
々
の
永
遠
の
テ
ー
マ
で
す
。

日
本
は
、
先
の
大
戦
で
尊
い
多
く
の
人
命
を
失
い
、
ま
た
、
唯
一
の
被

爆
国
と
し
て
、
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
身
を
も
っ
て
経
験
し
て
き
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
は
、
戦
争
は
人
間
が
引
き
起
こ
す
も
の
で
あ
る
一
方
で
、

人
間
の
力
に
よ
っ
て
こ
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
心

に
刻
み
、
戦
争
で
悲
惨
を
極
め
た
過
去
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
美
し
い
自

然
環
境
や
平
和
で
豊
か
な
社
会
を
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
安
全
な
ま
ち
を
め
ざ

す
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
平
和
に
つ
い
て
考
え
、
市
民
一
人
ひ

と
り
の
幸
せ
、
さ
ら
に
は
、
世
界
の
恒
久
平
和
の
実
現
を
希
求
し
て
、
市

制
施
行
５０
周
年
に
あ
た
り
、「
越
谷
市
平
和
都
市
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。
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夢と希望 越谷の未来夢夢とと希希望望 越越谷谷のの未未来来

越谷星を発見した天文家の渡辺和郎さんから越谷
市へ命名額が授与され、星にまつわるお話をしてく
ださいました。続いて日本宇宙フォーラム参与の寺
門邦次さんと若田タカヨさん（宇宙飛行士若田光一
さんのお母さん）の対談が行われ、光一さんの子ど
ものころのお話を聞くことができました。最後に、

て ん

「宇宙まで届け」と題し、シンセサイザー奏者のキ
ム・シンさんによる演奏が披露されました。

市内小・中学生、地元音楽家による
コンサート。

けやき荘朗読会「どんぐり」の皆さんと根岸純子さんが平和への思いを朗読で伝え、市内中学生が未来に向けた
作文を読みました。また、蒲生小児童による詩の群読も披露され、世代を越えて平和や明るい未来へのメッセージ
が発せられました。

群馬大学教
育学部准教授
の結城恵さん
をコーディネ
ーターに、周
東寛さん（台

湾出身・写真右）、ジアウル・ラフマンさん（バ
ングラデシュ出身・写真中央）、今井アメリア
さん（フィリピン出身・写真左）をパネラーに
迎え、文化の相違や同一性、感謝の輪が広がっ
ていくことなどについて話し合われました。

サイエンスコーディネーターの山田ふ
しぎさんによる、宇宙の不思議や科学の
世界を楽しく学ぶ参加型サイエンスショ
ーが開かれました。多くの子どもたちが
参加し、ショーの最中は歓声が絶えませ
んでした。

越谷市制施行50周年記念ファイナルイベント

３月７日・８日、サンシティで５０周年を締めくくるファイナルイベントを開催しました。
イベントには５０周年を祝う多くの方にご参加・ご来場いただきました。

展展
示示
・・
販販
売売こしがや鴨ネギ鍋販売

宇宙に関する展示と体験コーナー

光陽中科学部による
ロボット操作体験

川島健司さん制作
「映像で綴る 残したい越谷の風景」上映

小学生による絵画展「未来の越谷」昔の越谷の写真展
「あの頃、あの時の越谷」

山山
田田
ふふ
しし
ぎぎ
ささ
んん

ササ
イイ
エエ
ンン
スス
シシ
ョョ
ーー

朗朗読読ででつつななぐぐ人人とと人人 ～～ききずずなな～～

ミミュューージジッッククフフェェススタタ

宇宇宙宙かかららののププレレゼゼンントト

佐藤展子さん（ピアノ）

デュオ ルクレールの松本ひろ実さん
（サクソフォーン・右）と松本修一さん
（ピアノ・左）

櫻田亨さん（リュート＆テオルボ・
右）と三浦玲子さん（ソプラノ・左）

北北中中学学校校吹吹奏奏楽楽部部

越越ヶヶ谷谷小小学学校校合合唱唱部部

中中央央中中学学校校吹吹奏奏楽楽部部

寺
門
邦
次
さ
ん

若
田
タ
カ
ヨ
さ
ん

シンセサイザー奏者の
キム・シンさん

天文家の渡辺和郎さん

蒲蒲生生小小児児童童６６５５人人にによよるる群群読読 戦戦争争のの実実体体験験をを語語りりままししたた

国国
際際
交交
流流
パパ
ネネ
ルル
デデ
ィィ
スス
カカ
ッッ
シシ
ョョ
ンン

「「
外外
国国
人人
とと
共共
にに
暮暮
らら
すす
まま
ちち
越越
谷谷
」」

歩みつづけて半世紀 さらに飛躍の新世紀●特集

農産物・
太郎兵衛もち販売

結
城
恵
さ
ん

根根岸岸純純子子ささんんのの朗朗読読

命名額の授与
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私
ど
も
市
民
委
員
会

は
、
平
成
１９
年
８
月
に
、

市
民
、各
種
団
体
、企
業
、

大
学
な
ど
が
一
つ
に
な

り
組
織
さ
れ
た
団
体
で

ご
ざ
い
ま
す
。
早
い
も

の
で
、
昨
年
４
月
に
越
谷
レ
イ

ク
タ
ウ
ン
で
市
制
施
行
５０
周
年

の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
あ
っ
と

い
う
間
に
１
年
が
た
ち
ま
し
た
。

市
民
委
員
会
に
は
、
３
月
の

フ
ァ
イ
ナ
ル
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

い
た
し
ま
し
た
事
業
部
会
を
は

じ
め
、
記
念
式
典
部
会
、
記
念

誌
作
成
部
会
、
広
報
部
会
の
４

つ
の
部
会
を
設
置
し
、
１
年
半
、

活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
、
５０
周
年
記
念
の

ロ
ゴ
マ
ー
ク
や
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
、
補
助
金
交
付
事
業
の
募

集
、
記
念
誌
の
作
成
、
記
念
式

典
の
企
画
、
小
・
中
学
校
に
お

け
る
記
念
植
樹
な
ど
、
５０
周
年

の
事
業
に
、
市
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
主
体
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
実
施

に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
多
く
の

市
民
の
皆
様
や
企
業
・
団
体
の

皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
さ
し
く
、

市
民
の
皆
様
と
共
に
成
し
遂
げ

た
市
制
施
行
５０
周
年
で
あ
り
ま

し
た
。

最
後
に
、
１
年
間
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
し
た
市
制
施
行
５０
周

年
記
念
事
業
推
進
市
民
委
員
会

の
皆
様
、
ご
協
賛
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
、
市
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
越
谷
市
並
び
に

市
民
の
皆
様
の
益
々
の
ご
発
展

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
５０
周
年

の
結
び
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

「
日
本
の
歌
１
０
０
選
」

か
ら
夏
の
歌
を
中
心
に
、
幅

広
い
年
齢
層
の
方
が
い
っ
し

ょ
に
歌
い
参
加
し
ま
し
た
。

「
街
」
と
い
う
曲
で
は
越
谷

市
の
名
所
な
ど
が
歌
詞
に
盛

り
込
ま
れ
、
会
場
は
一
体
と

な
り
ま
し
た
。
フ
ァ
ミ
リ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

主
催
。

「
ふ
る
さ
と
越
谷
」
を
思

う
人
た
ち
が
、
先
人
か
ら
受

け
継
い
だ
伝
統
や
行
事
、
地

域
・
学
校
の
取
り
組
み
、
市

民
活
動
な
ど
、
世
代
・
性
別
・

ハ
ン
デ
ィ
を
越
え
た
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
展
示
や
夜
店
、

ス
テ
ー
ジ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
紹
介

し
ま
し
た
。
こ
し
が
や
地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
１３
主
催
。

越
谷
市
制
施
行
５０
周
年
記
念
事
業

推
進
市
民
委
員
会
の
皆
さ
ん
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

〈
記
念
式
典
部
会
〉

青
木
並
五
郎
（
越
谷
市
自
治
会

連
合
会
）

◎
井
橋

吉
一
（
越
谷
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
）

○
藤
井

美
子
（
越
谷
市
連
合
婦

人
会
）

青
山

久
志
（
越
谷
青
年
会
議

所
）

伊
藤

巧
治
（
越
谷
平
成
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
）

植
竹

勇
（
越
谷
市
社
会
福

祉
協
議
会
）

大
野

留
七
（
越
谷
市
農
業
協

同
組
合
）

尾
上

哲
也
（
郵
便
事
業
越
谷

支
店
）

越
野

操
（
越
谷
市
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
会
）

後
藤
紀
美
子
（
公
募
）

田
中

茂
夫
（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）

中
村

保
久
（
郵
便
事
業
越
谷

支
店
）

藤
田

安
幸
（
越
谷
市
医
師
会
）

増
岡

武
司
（
公
募
）

矢
野

浩
二
（
越
谷
市
施
設
管

理
公
社
）

吉
井

金
次
（
越
谷
交
通
安
全

協
会
）

吉
田

忠
茂
（
越
谷
市
農
業
団

体
連
合
会
）

〈
事
業
部
会
〉

◎
帷
子

和
夫
（
越
谷
市
商
工
会
）

○
駒
崎
美
佐
子
（
こ
し
が
や
地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
１３
）

○
白
鳥

庄
造
（
越
谷
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
）

池
ノ
谷
一
郎
（
越
谷
市
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
）

内
山
恵
美
子
（
越
谷
市
く
ら
し

の
会
）

江
原

実
（
越
谷
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

小
倉

繁
（
越
谷
市
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
推

進
協
議
会
）

小
ノ
澤
克
彦
（
埼
玉
県
立
大
学
）

金
谷

外
男
（
越
谷
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
）

金
子

晃
之
（
越
谷
市
体
育
協

会
）

川
上

滋
（
越
谷
市
私
立
幼

稚
園
協
会
）

久
川

雅
大
（
越
谷
ウ
ォ
ー
タ

ー
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
）

斎
藤

正
（
文
教
大
学
）

嶋
田

正
夫
（
公
募
）

関
根

賢
一
（
越
谷
市
国
際
交

流
協
会
）

田
井

玲
子
（
越
谷
子
育
て
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
）

�
橋

正
雄
（
越
谷
市
観
光
協

会
）

�
橋

良
江
（
こ
し
が
や
男
女

共
同
参
画
の
会「
パ
テ
ィ
オ
」）

中
島
美
三
郎
（
越
谷
市
建
設
業

協
会
）

中
村
千
代
子
（
越
谷
市
環
境
推

進
市
民
会
議
）

西
尾

英
二
（
公
募
）

針
山

崇
（
埼
玉
県
立
大
学
）

毒
島
美
重
子
（
子
育
て
サ
ポ
ー

タ
ー
・
チ
ャ
オ
）

向
佐

重
之
（
越
谷
市
文
化
連

盟
）

横
幕

敏
恵
（
越
谷
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
）

吉
田

聡
（
東
彩
ガ
ス
）

〈
記
念
誌
作
成
部
会
〉

◎
戸
井
田

煕
（
川
の
あ
る
ま
ち

編
集
委
員
会
）

○
大
森

修
一
（
越
谷
市
生
涯
学

習
推
進
市
民
委
員
会
）

○
山
崎

昭
二
（
越
谷
市
伝
統
的

手
工
芸
品
振
興
協
議
会
）

鴨
川

繁
夫
（
公
募
）

坂
巻

�
次
（
越
谷
市
写
真
協

会
）

大
徳

幸
雄
（
越
谷
市
文
化
連

盟
）

高
崎

力
（
越
谷
市
郷
土
研

究
会
）

中
野

鉄
雄
（
公
募
）

安
井

晃
（
越
谷
市
歯
科
医

師
会
）

〈
広
報
部
会
〉

◎
飯
島

孝
子
（
越
谷
市
子
ど
も

会
育
成
連
絡
協
議
会
）

土
井

貴
之
（
朝
日
自
動
車
）

富
山

和
巳
（
東
日
本
旅
客
鉄

道
南
越
谷
駅
）

中
原

勉
（
テ
プ
コ
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
越
谷
支
社
）

長
谷
川
浩
一
（
東
武
鉄
道
越
谷

駅
）

藤
田

照
子
（
越
谷
市
薬
剤
師
会
）

松
沼

亨
（
東
武
鉄
道
越
谷

駅
）

森

康
彦
（
朝
日
自
動
車
）

守
屋

節
子
（
公
募
）

モ
ン
ゴ
ル
の
テ
ィ
ー
タ
イ

ム
、
そ
ば
打
ち
、
馬
頭
琴
、

草
笛
な
ど
の
異
文
化
体
験
と
、

童
謡
か
ら
オ
ペ
ラ
ア
リ
ア
ま

で
、
日
本
や
世
界
の
さ
ま
ざ

ま
な
音
楽
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
世
代

や
国
境
を
越
え
た
参
加
型
の

イ
ベ
ン
ト
で
異
文
化
の
相
互

理
解
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
異

文
化
芸
術
交
流
会
主
催
。

デ
ュ
オ

ル
ク
レ
ー
ル
、

吉
岡
し
げ
美
さ
ん
の
コ
ン
サ

ー
ト
と
詩
の
朗
読
が
行
わ
れ
、

芸
術
活
動
の
表
現
で
「
お
互

い
を
認
め
合
う
心
」「
思
い

や
り
の
心
を
共
有
し
人
間
と

し
て
生
き
て
い
く
真
実
の

心
」
を
伝
え
市
制
施
行
５０
周

年
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。
こ

し
が
や
男
女
共
同
参
画
の
会

パ
テ
ィ
オ
主
催
。

越谷市制施行50周年記念補助金交付事業

市市民民のの皆皆ささんんにによよるる５５００周周年年イイベベンントト
越谷市制施行５０周年記念事業推進市民委員会では、市民の皆さん自らが企画・実施した４つの記念

事業に対し補助金を交付し、市民の皆さんとともに５０周年を祝福しました。

こ
し
が
や
ふ
れ
あ
い
合
校

「
見
つ
け
ま
し
た
私
の
ふ
る
さ
と
」

「
日
本
の
歌
１
０
０
選
」を
み
ん
な
で

歌
お
う
！
夏
の
コ
ン
サ
ー
ト

詩
と
音
楽
で
綴
る
「
真
実
の
心
」

異
文
化
お
も
し
ろ
コ
ラ
ボ
�

〜
あ
か
ち
ゃ
ん
も
こ
ど
も
も
パ
パ
も
マ
マ
も

お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
〜

越
谷
市
制
施
行
５０
周
年
記
念
事
業
推
進
市
民
委
員
会

4
部
会
の
仕
事
を
振
り
返
る

５０
周
年
事
業
は
、
５０
周
年
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
祝
う
た
め
、
市

と
市
制
施
行
５０
周
年
記
念
事
業
推
進
市
民
委
員
会
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
市
民
委
員
会
は
記
念
式
典
部
会
、
事
業
部
会
、
記
念
誌
作
成
部
会
、

広
報
部
会
の
４
つ
の
部
会
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

歩みつづけて半世紀 さらに飛躍の新世紀●特集

越谷市制施行５０周年記念
事業推進市民委員会委員長

青木 並五郎

１２月１８日、中央市民会館劇場

７月１９日、北越谷西口さくら広場７月２７日、サンシティ展示ホール

２月８日、サンシティ小ホール

◎
部
会
長

○

副
部
会
長

8
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事
業
部
会
で
は
、
市
制
５０
周
年
を

祝
福
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
自
ら
が
企

画
・
実
施
す
る
事
業
に
対
し
補

助
金
を
交
付
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
３
月
７
日
、
８
日

に
サ
ン
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
開
催

い
た
し
ま
し
た
フ
ァ
イ
ナ
ル
イ

ベ
ン
ト
の
企
画
お
よ
び
運
営
を

行
い
ま
し
た
。「
過
去
か
ら
現

在
、
そ
し
て
未
来
へ
」、「
夢
と

希
望

越
谷
の
未
来
」
を
テ
ー

マ
に
、
環
境
・
共
生
・
文
化
の

三
部
会
に
分
か
れ
協
議
を
し
て

き
ま
し
た
が
、
事
業
部
会
は
委

員
２６
人
の
大
所
帯
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
毎
回
活
発
な
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
２
日
間
に
わ

た
る
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
だ
け
に
、

参
加
団
体
な
ど
と
の
連
絡
調
整
等
大

変
な
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
お
か
げ

さ
ま
で
市
制
５０
周
年
の
締
め
く
く
り

に
ふ
さ
わ
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ

う
な
形
で
ふ
る
さ
と
越
谷
の
５０
周
年

と
い
う
大
き
な
節
目
の
年
に
関
わ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
部
会
員

一
同
光
栄
に
感
じ
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
市
制
５０
周
年
と
い
う

記
念
す
べ
き
年
を
祝
福
で
き
ま
し
た

こ
と
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

記
念
誌
作
成
部
会
で
は
、

越
谷
市
の
５０
年
を
振
り
返
り
、

先
人
た
ち
の
築
き
上
げ
て
き

た
こ
れ
ま
で
の
歩
み
や
県
南

東
部
地
域
の
３２
万
都
市
の
発

展
と
推
移
を
伝
え
る
こ
と
を

中
心
に
、
記
念
誌
の
企
画
・

編
集
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

編
集
・
発
行
に
あ
た
り
、
部

会
員
を
は
じ
め
、
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
貴
重
な
ご

意
見
や
資
料
の
提
供
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

編
集
に
携
わ
る
歴
史
、
教

育
、
文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

産
業
経
済
、
福
祉
医
療
、
情

報
、
写
真
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
各
専
門
の
部
会
員
に
よ
る
印

刷
監
理
や
監
修
、
校
正
作
業
を
行
い
、

イ
メ
ー
ジ
の
伝
達
は
大
切
な
責
務
で

し
た
。

結
び
に
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
市
民
の
皆
さ
ん
、
並
び
に
関
係
者

の
皆
さ
ん
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
市
制
施
行
５０
周
年

記
念
誌
を
手
に
と
っ
て
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
が
、「
ふ
る
さ
と
越
谷
」
に

一
層
の
理
解
を
深
め
、
愛
着
を
持
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

私
た
ち
の
部
会
で
は
、
主
に
昨
年

１１
月
３
日
に
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ

た
記
念
式
典
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
一
番
難
し
か
っ
た
こ

と
は
、
市
制
５０
周
年
を
祝
う
式
典
と

し
て
、
ど
う
い
う
も
の
が
ふ
さ
わ
し

い
か
を
考
え
、
そ
れ
を
具
体
的
な
形

に
し
て
い
く
こ
と
で
し
た
。
老
若
男

女
、
世
代
を
越
え
て
皆
が
い
っ
し
ょ

に
参
加
し
て
祝
う
こ
と
の
で
き
る
式

典
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
半
世
紀

を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
次
の
半
世

紀
、
未
来
へ
発
展
・
躍
動
す
る
越
谷

を
表
現
で
き
る
よ
う
な
式
典
を
目
指

し
た
つ
も
り
で
す
。

ま
た
、
部
会
で
は
、
式
典
当
日
に

お
越
し
い
た
だ
い
た
来
賓
や
招
待
者
、

顕
彰
者
の
方
な
ど
へ
何
か
心
に
残
る

記
念
品
を
お
渡
し
し
た
い
と
考
え
、

越
谷
の
今
昔
を
表
し
た
絵
葉
書
と
記

念
切
手
も
作
成
し
ま
し
た
。

半
世
紀
を
迎
え
た
越
谷
市
の
記
念

式
典
で
す
か
ら
、
そ
の
内
容
を
決
め

る
と
い
う
の
は
た
い
へ
ん
な
重
責
を

伴
う
作
業
で
し
た
が
、
部
会
員
一
同

知
恵
を
出
し
あ
い
何
と
か
形
に
で
き

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
日

は
多
く
の
方
の
ご
協
力
に
よ
り
無
事

に
式
典
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
部
会
を
代
表
し
て
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

私
ど
も
広
報
部
会
で
は
、

５０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
を

効
果
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
市
民

の
皆
様
へ
の
周
知
と
理
解
、

記
念
事
業
な
ど
へ
の
積
極

的
な
参
加
を
促
す
こ
と
を

目
的
に
、
越
谷
市
制
施
行

５０
周
年
記
念
ロ
ゴ
マ
ー

ク
・
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

の
作
成
、
５０
周
年
事
業
を

行
う
に
あ
た
っ
て
の
協
賛

金
・
協
賛
品
の
募
集
、
５０

周
年
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の

ポ
ス
タ
ー
の
作
成
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク
・
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
は
多
く
の

皆
様
か
ら
応
募
・
投
票
を
い
た
だ
き
、

協
賛
金
・
協
賛
品
に
つ
い
て
も
、
数

多
く
の
個
人
・
団
体
・
企
業
の
皆
様

か
ら
ご
協
賛
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

多
く
の
市
民
の
皆
様
に
参
加
・
協
力

い
た
だ
い
た
こ
と
、
市
民
委
員
会
が

企
画
・
運
営
に
携
わ
っ
た
こ
と
で
、

市
民
全
体
で
５０
周
年
を
祝
福
す
る
こ

と
に
貢
献
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、

皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
５０
年
、
越
谷
市
が
さ

ら
に
飛
躍
の
新
世
紀
を
迎
え
る
こ
と

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

念事業推進市民委員会
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●特集 歩みつづけて半世紀 さらに飛躍の新世紀

部会長

飯島 孝子
部会長

井橋 吉一

部会長
か た び ら

帷子 和夫
部会長

ひろし

戸井田 煕

記念式典
部会

事業
部会

広報
部会

記念誌作成
部会

５０周年を記念して市内の小・中学校に記念植樹をしました（写真は栄進中）

記念品の出来栄えを確認する部会員の皆さん

市民の皆さんからいただいた昔の写真を使用しました

５０周年記念ロゴマークの選定作業

10

広報こしがや季刊版●平成２１年春号
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特集特特集集

1階 2階

？ですかでですすかか
ご存知ごご存存知知

�
�

�
�

至 越谷市役所 

第一学校 
給食センター 

大相模中学校 

大相模地区 
センター 
大相模地区 
センター 

消防署 
大相模分署 

大
相
模
公
民
館 

至 吉川 
元荒川 

至 吉川 越谷流山線 至 瓦曽根 

八
条
用
水
 

西方橋 

不
動
橋 

不
動
橋 

★ 

和室 
2

和室 
1

玄関 
事務室 印刷室 

相談室 

準備室 

地域活動 
会議室 団体活動室 

準備室 

多機能 
トイレ 

男 
トイレ 

女 
トイレ 

湯沸室 

喫
煙
室 

エントランス 
ホール 

図書・談話コーナー 

水屋 

準備室 準備室 エレベーター 

準
備
室 

準
備
室 

学習室A 調理室 

準備室 

ス
ロ
ー
プ 

多機能 
トイレ 

男 
トイレ 

女 
トイレ 

授乳室 

控室1控室2

準備室 

多目的 
ホール 展示 

ホール 

談話コーナー 

学習室B学習室C

準備室 

準備室 

工作・ 
工芸室 

自由活動室 

準備室 

エレベーター 

湯沸室 

市役所等で受け付けている申請書等を、地区センター・
公民館（越ヶ谷地区センター・公民館および大相模公民館
を除く）でお預かりし、市役所の担当課へ回送しています。

市役所や出張所で発行している各種証明書を、地区セ
ンター・公民館（越ヶ谷地区センター・公民館および大
相模公民館を除く）で受け取れます。

福祉、行政、自治会・コミュニティ、高齢者就業の相談
をお受けしています（大相模公民館を除く）。
＊日程は各地区センター・公民館発行の「地区センターだより」をご覧いた
だくか、各地区センター・公民館へお問い合わせください

市の職員を地区センター・公民館等に派遣し、市の施
策や制度をご説明します（大相模公民館を除く）。
＊事前に予約が必要です。各地区センター・公民館または地域活動推進課へ
お問い合わせください

会議室や調理室等の施設を利用できます。
＊施設の種類や申込み方法等、詳しくは各地区センター・公民館にお問い合
わせください

平
成
２０
年
１０

月
２８
日
、
千
代

田
区
の
東
海
大

学
校
友
会
館
で

行
わ
れ
た
「
第

６１
回
優
良
公
民

館
表
彰
式
」
で
、

蒲
生
地
区
セ
ン

タ
ー
・
公
民
館

が
優
良
公
民
館
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
（
越
谷
市
は
、
南
越

谷
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
が
第
５９
回〈
平

成
１８
年
〉
に
受
賞
し
て
以
来
２
回
目
）。

こ
の
表
彰
は
、公
民
館
の
事
業
内
容
・
方

法
等
に
工
夫
を
こ
ら
し
、
地
域
住
民
の
学

習
活
動
に
貢
献
し
て
い
る
公
民
館
に
贈
ら

れ
る
も
の
で
、
埼
玉
県
で
は
蒲
生
地
区
セ

ン
タ
ー
・
公
民
館
が
唯
一
、
優
良
公
民
館

と
し
て
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

蒲
生
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
は
、「
パ

コ
ム
」
の
愛
称
で
地
域
の
多
く
の
方
々
に

愛
さ
れ
親
し
ま
れ
、
社
会
教
育
関
係
団
体
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
関
係
行
政
機
関
等
と
の
密

接
な
連
絡
・
協
力
な
ど
に
よ
り
、学
校
、家

庭
お
よ
び
地
域
社
会
と
の
連
携
が
図
ら
れ

て
い
ま
す
。ま
た
、生
涯
学
習
の
拠
点
施
設

と
し
て
、
乳
幼
児
期
か
ら
高
齢
期
ま
で
の

各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
特
色
の

あ
る
事
業
を
展

開
し
、
学
習
機

会
の
提
供
や
発

表
の
場
と
し
て

多
く
の
方
に
利

用
さ
れ
て
い
る

点
等
が
高
く
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

●特集

地地地
区区区
セセセ
ンンン
タタタ
ーーー
・・・
公公公
民民民
館館館
へへへ

行行行
っっっ
ててて
みみみ
よよよ
ううう
！！！

皆
さ
ん
は
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
を
利
用
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

今
号
で
は
、
新
し
く
オ
ー
プ
ン
し
た
大
相
模
地
区
セ
ン
タ
ー
と
地
区
セ
ン

タ
ー
・
公
民
館
の
主
な
サ
ー
ビ
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

問
合
せ

地
域
活
動
推
進
課
�
９
６
３
�
９
１
５
３

大相模地区センター
�９８８－７３７０
（相模町３－４２－１）
４月１日、市内で７カ所目の地

区の拠点施設となる大相模地区セ

ンターがオープンしました。

大相模地区センターは、採光を

工夫して明るく開放感のある造り

にしたほか、屋上緑化スペースを

設ける等環境にも配慮した施設で

す。ぜひご利用ください。

案内図

新新新しししくくく大大大相相相模模模地地地区区区セセセンンン
タタターーー

がががオオオーーープププンンン

多目的ホール

工作・工芸室

和 室 2

地地地区区区セセセンンンタタターーー・・・公公公民民民館館館ののの利利利用用用方方方法法法

各各種種証証明明書書のの発発行行 文書の回送■■■■■■■■■

取り扱い事務および手数料

手数料

２００円

２００円

４５０円

４５０円

＊委任状をお持ちになっても、第三者の方には交付できません
＊除住民票・改製原住民票、除籍・改製原戸籍の交付はできません

請求者（扱える範囲）

本人および同一世帯員の方

本人および同一世帯員の
カードをお持ちの方

戸籍に記載されている方
および直系尊属もしくは
直系卑属の方

証明書の種類

住民票の写し（世帯全員・個人）

印鑑登録証明書

戸籍謄本（全部事項証明）

戸籍抄本（個人事項証明）

取り扱い文書一覧
申 請 書 ・ 届 出 書 名

◎国民健康保険・後期高齢者医療制度指定保養施設宿泊助
成申請書
◎検診等無料券発行申請書

身体障害者更生援護措置申請書（ストマ用）／全身性障害者
介護人派遣事業介護券／全身性障害者介護人派遣事業介護
人請求書／障害児（者）生活サポート事業利用者票／知的障
害者介護人派遣事業介護券／知的障害者介護人派遣事業請
求書／◎重度心身障害者医療費請求書

敬老祝金受給資格届出書／◎シルバーカレッジ応募用紙

児童手当現況届
◎生ごみ処理機器購入費補助金交付申請書／
生ごみ処理機器購入費補助事業実績報告書／
生ごみ処理機器購入費補助金交付請求書／
生ごみ処理機器使用状況報告書／し尿汲取申請書
民間防火組織補助金交付申請書／民間防火組織現況届／
民間防火組織事業報告書
◎自治会長変更届／◎自治会振興交付金交付申請書

＊◎印の申請書は、地区センター・公民館（越ヶ谷地区センター・公民館およ
び大相模公民館を除く）の窓口にも置いてあります。印のないものは、市の
担当課から直接対象者の方にお送りしています

担 当 課

国民健康保険課

市 民 健 康 課

障 害 福 祉 課

高 齢 介 護 課

児 童 福 祉 課

環 境 資 源 課

消防本部予防課

地域活動推進課

地区センター・公民館一覧
電 話
970‐7600
971‐0800
962‐2855
975‐3952
974‐9555
962‐2854
988‐0600
987‐8213
988‐7370
985‐5441
976‐5800
976‐5758
965‐3093
990‐1200

所 在 地
下間久里７９２－１
大吉４７０－１
増林３－４－１
大竹１６０－２
南荻島１９０－１
七左町７－２１２
登戸町３３－１６
川柳町２－４８５
相模町３－４２－１
大成町１－２２３３－１
大沢２－１０－４０
北越谷４－８－３５
越ヶ谷４－１－１
南越谷４－２１－１

桜井地区センター・公民館
新方地区センター・公民館
増林地区センター・公民館
大袋地区センター・公民館
荻島地区センター・公民館
出羽地区センター・公民館
蒲生地区センター・公民館
川柳地区センター・公民館
大 相 模 地 区 セ ン タ ー
大 相 模 公 民 館
大沢地区センター・公民館
北越谷地区センター・公民館
越ヶ谷地区センター・公民館
南越谷地区センター・公民館

出張講座の開催

地区センター・公民館は、生涯学習・地域コミュニティ・地域福祉・防災救援の４つの
機能を備えるほか、まちづくりの推進と行政サービスを行います。その中から、日常生
活に役立つ主なサービスをご紹介します。

蒲
生
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館

優優
良良
公公
民民
館館
表表
彰彰
をを

受受
賞賞
しし
まま
しし
たた

各種相談の受付

施設の貸し出し

蒲生地区センター・公民館
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〜
元
荒
川
の
シ
バ
ザ
ク
ラ
〜

〜〜
元元
荒荒
川川
のの
シシ
ババ
ザザ
クク
ララ
〜〜

大沢橋（大橋） 

北
越
谷
駅 

東
武
鉄
道
伊
勢
崎
線 

足
立
越
谷
線 

桜堤通り 

北越谷小 

文教大学 

北越谷地区センター 

元荒川橋 

元荒川
 

大沢橋（大橋） 

西
口 

神明橋 

シバザクラ植栽・ 
遊歩道整備箇所 

「
あ
ゆ
み
会
」
の
歩
み

あ
ゆ
み
会
は
平
成
８
年
９
月
に
発
足
。
神
明
町
一
丁

目
と
宮
本
町
二
丁
目
の
境
で
、
道
路
側
溝
の
掃
除
を
行

っ
て
い
た
近
隣
の
人
た
ち
が
、
環
境
と
地
域
の
交
流
を

深
め
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

ア
ル
ミ
缶
の
回
収
、
地
域
の
行
事
へ
の
参
加
な
ど
を

続
け
て
い
き
な
が
ら
、
何
か
形
に
残
る
こ
と
を
し
よ
う

と
、
平
成
１３
年
６
月
か
ら
元
荒
川
右
岸
（
神
明
橋
か
ら

大
沢
橋
ま
で
の
間
）
に
シ
バ
ザ
ク
ラ
の
植
栽
を
始
め
ま

し
た
。
平
成
１５
年
か
ら
は
宮
本
小
の
５
年
生
と
保
護
者

が
環
境
教
育
の
一
環
と
し
て
植
栽
に
取
り
組
む
よ
う
に

な
り
、
昨
年
か
ら
は
越
ヶ
谷
小
の
児
童
も
参
加
し
て
い

ま
す
。
出
羽
地
区
の
自
治
会
連
合
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
協
議
会
の
多
大
な
協
力
も
あ
り
、
現
在
ま
で
に
約

７
０
０
メ
ー
ト
ル
の
区
間
に
植
栽
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

埼
玉
県
の「
川
の
再
生
」

モ
デ
ル
箇
所
に
！

あ
ゆ
み
会
の
活
動
が
実
を
結
び
、
元
荒

川
右
岸
の
神
明
橋
か
ら
東
武
鉄
道
伊
勢
崎

線
ま
で
の
約
１
・
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区

間
が
、
埼
玉
県
の
「
川
の
再
生
」
モ
デ
ル

箇
所
に
指
定
さ
れ
、
平
成
２０
年
度
に
工
事

に
着
手
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
県
民

だ
れ
も
が
川
に
愛
着
を
も
ち
、
ふ
る
さ
と

を
実
感
で
き
る
「
川
の
国

埼
玉
」
を
実

現
す
る
た
め
県
が
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、

越
谷
市
で
は
元
荒
川
と
東
京
�
西
用
水
が

モ
デ
ル
箇
所
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
い
ず

れ
も
地
域
の
方
々
が
主
体
と
な
っ
て
、
積

極
的
に
水
辺
の
再
生
に
関
わ
っ
て
い
る
こ

と
が
指
定
を
受
け
る
決
め
手
と
な
り
ま
し

た
。現

在
、
市
と
県
が
連
携

を
と
り
な
が
ら
、
元
荒
川

の
右
岸
に
遊
歩
道
や
階
段

の
整
備
を
行
っ
て
お
り
、

今
年
度
中
に
工
事
が
完
了

す
る
予
定
で
す
。
遊
歩
道

の
名
前
に
つ
い
て
は
、「
元

荒
川
あ
ゆ
み
ロ
ー
ド
」
に

な
る
予
定
で
す
。

Ｑ
シ
バ
ザ
ク
ラ
を
植
え
る
こ
と
に
な
っ

た
き
っ
か
け
は
？

Ａ
何
か
形
に
残
る
こ
と
を
し
よ
う
と
思

っ
て
い
た
と
き
、
栃
木
の
田
舎
道
で

き
れ
い
な
シ
バ
ザ
ク
ラ
が
咲
い
て
い
る
の
を

見
て
、
自
分
た
ち
の
地
域
に
も
シ
バ
ザ
ク
ラ

を
植
え
て
み
た
い
な
、
と
思
っ
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
す
ね
。

Ｑ
シ
バ
ザ
ク
ラ
の
苗
は
ど
う
し
て
い
る

の
で
す
か
？

Ａ
シ
バ
ザ
ク
ラ
の
苗
は
出
羽
地
区
自
治

会
連
合
会
・
出
羽
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
推
進
協
議
会
を
は
じ
め
、
地
元
の
企
業
や

奉
仕
団
体
、
県
や
市
な
ど
か
ら
提
供
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
協
力
な
し

に
は
で
き
な
い
こ
と
で
す
の
で
、
本
当
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

Ａ
遊
歩
道
が
完
成
し
た
ら
、
マ
ナ
ー
を

守
っ
た
利
用
を
呼
び
か
け
て
、
利
用

す
る
人
の
心
が
和
む
よ
う
な
水
辺
に
し
て
い

き
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
シ
バ
ザ
ク
ラ

だ
け
で
な
く
、
ス
イ
セ
ン
や
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
な

ど
も
植
え
て
四
季
折
々
の
花
が
楽
し
め
る
よ

う
に
し
て
み
た
い
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
み

ん
な
で
や
れ
る
こ
と
を
や
っ
て
い
き
、
少
し

で
も
地
域
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
力
で
水
辺
の
再
生

神
明
町
・
宮
本
町
の
元
荒
川
の
右
岸
に
、

シ
バ
ザ
ク
ラ
が
咲
き
渡
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
は
現
在
、
遊
歩
道
の
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
が
、
シ

バ
ザ
ク
ラ
も
遊
歩
道
も
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
力
で
実
現
さ
せ
た
も
の
な
の
で
す
。

そ
の
中
で
も
、
地
域
の
環
境
美
化
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
市
民
団
体
「
あ

ゆ
み
会
」
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

あゆみ会・会長

亀田�江さん
宮本小・越ヶ谷小の児童もシバザクラの植栽に参加し
ました

３月２１日（土）、地域の方１５０人以上が除草に参加しました

現場を訪れあゆみ会から説明を聞く上田知事

遊歩道「元荒川あゆみロード（仮称）」完成イメージ

昨年４月のシバザクラ。年々成長したくさんの花を咲かせるようになってきました
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赤色のかご黄色のかご

正正正しししくくくででできききててていいいままますすすかかか？？？

あなたの「ごみの分別」をチェック！
使用済みライター、水銀式体温計、割れたガラスや食器、包丁、蛍光管、スプレー缶…

これらのごみは「燃えないごみ」？「危険ごみ」？
今一度、皆さんのごみの出し方が正しいかチェックしてみてください。

問合せ 環境資源課 �９６３－９１８２

＊
こ
れ
ら
の
も
の
は
、
む
き
出
し
で
は
危

な
い
の
で
、
新
聞
等
に
包
み「
キ
ケ
ン
」

な
ど
と
書
き
、
釘
や
針
な
ど
小
さ
い
も

の
は
、
ふ
た
つ
き
の
缶
に
入
れ
「
針
入

り
」
な
ど
と
書
い
て
「
燃
え
な
い
ご
み
」

に
出
し
て
く
だ
さ
い

正解は…

割れた食器／包丁／釘・針／はさみ／電気プラグ 電気コード／スプレー缶・カセットボンベ／蛍光管
／乾電池（アルカリ・マンガン）／使用済みライター
／体温計・温度計（水銀式）

＊
電
気
コ
ー
ド
は
、
機
械
で
の
処
理
が

困
難
な
た
め
、
危
険
ご
み
と
し
て
回

収
し
て
い
ま
す

危 険 ご み燃えないごみ

おおお

知知知

ららら

せせせ

４
月
１
日
か
ら

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

こ
れ
ま
で
の
ブ
ラ
ウ
ン
管
テ

レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
・

冷
凍
庫
、
洗
濯
機
に
加
え
て
、

液
晶
テ
レ
ビ
・
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ

ビ
、
衣
類
乾
燥
機
も
メ
ー
カ
ー

に
よ
っ
て
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
粗
大
ご

み
と
し
て
市
で
は
回
収
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

はさみ

蛍光管

乾電池
（アルカリ・マンガン）

釘・針

スプレー缶
カセットボンベ

使用済み
ライター

電気プラグ・
コード

衣類乾燥機

体温計・温度計
（水銀式）

割れた
食器

液晶テレビ
プラズマテレビ

包丁

プ
ラ
グ
部
分
は

「
燃
え
な
い
ご
み
」

で
す
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ピ
テ
ィ
ナ
・
ピ
ア
ノ
コ
ン
ペ
テ

ィ
シ
ョ
ン
特
級
グ
ラ
ン
プ
リ
を

姉
妹
Ｗ
受
賞

２
０
０
１
年
、
世
界
最
大
級
の
参
加

人
数
を
誇
る
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
、
ピ

テ
ィ
ナ
・
ピ
ア
ノ
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

で
、
越
谷
市
出
身
の
佐
藤
展
子
さ
ん
が

特
級
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
、
さ
ら
に
２

０
０
８
年
、
妹
の
圭
奈
さ
ん
も
同
じ
く

特
級
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
ま
し
た
。

姉
妹
そ
ろ
っ
て
の
受
賞
は
、
協
会
は
じ

ま
っ
て
以
来
の
快
挙
だ
そ
う
で
す
。

ピ
テ
ィ
ナ
・
ピ
ア
ノ
・
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
は
、
全
日
本
ピ
ア
ノ
指
導
者
協

会
が
１
９
７
７
年
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た

コ
ン
ク
ー
ル
で
、
現
在
、
参
加
人
数
は

４
万
人
、
プ
ロ
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
登
竜
門

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

母
親
は
ピ
ア
ノ
の
指
導
者
を
し
て
お

り
、
父
親
は
楽
器
販
売
に
携
わ
っ
て
い

る
と
い
う
音
楽
一
家
。「
リ
ビ
ン
グ
に

い
る
よ
り
レ
ッ
ス
ン
室
に
い
る
時
間
の

方
が
長
か
っ
た
」
と
い
う
ほ
ど
の
熱
心

さ
で
、
家
の
中
は
い
つ
も
音
楽
で
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。

姉
の
展
子
さ
ん
は
、
現
在
、
市
内
に

在
住
、
妹
の
圭
奈
さ
ん
は
ド
イ
ツ
に
留

学
中
で
住
む
場
所
こ
そ
違
い
ま
す
が
、

今
も
お
互
い
ピ
ア
ノ
と
向
か
い
合
う
生

活
を
続
け
て
い
ま
す
。

同
じ
道
を
歩
む「
二
人
」

で
あ
る
こ
と
の
強
さ

そ
ん
な
二
人
が
ピ
ア
ノ
を
始
め
た
の

は
２
歳
を
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
。
今
で
こ

そ
「
全
然
弾
か
な
い
日
も
あ
る
」
と
自

然
体
で
ピ
ア
ノ
と
向
き
合
え
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
２０
歳
前
の
こ
ろ
に
は
二
人

と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
で
思
い
悩
み
、

い
っ
そ
や
め
て
し
ま
お
う
か
と
思
っ
た

こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
ス

ラ
ン
プ
に
陥
っ
た
姉
の
姿
を
、
ま
だ
幼

か
っ
た
圭
奈
さ
ん
は
理
由
も
分
か
ら
ず

た
だ
漠
然
と
眺
め
て
い
た
と
言
い
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
数
年
後
、
今
度
は
圭
奈

さ
ん
が
、
展
子
さ
ん
と
同
じ
よ
う
な
時

期
に
、
同
じ
よ
う
な
状
態
に
陥
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
圭
奈
さ
ん
は
そ
の
時
は
じ

め
て
、
当
時
の
展
子
さ
ん
の
悩
み
を
理

解
で
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

「
直
接
相
談
は
し
な
い
ま
で
も
、
あ

の
時
の
姉
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と

で
、
あ
き
ら
め
ず
に
ピ
ア
ノ
と
向
き
合

う
こ
と
が
で
き
、
そ
の
後
、
出
会
い
に

も
恵
ま
れ
、
難
し
い
時
を
乗
り
越
え
ら

れ
ま
し
た
」
と
、
圭
奈
さ
ん
。

姉
妹
と
い
う
関
係
以
前
に
、
同
じ
苦

し
み
と
喜
び
を
共
有
し
た
同
士
と
し
て
、

ま
た
お
互
い
に
尊
敬
し
合
え
る
演
奏
家

と
し
て
接
し
て
い
る
二
人
の
姿
が
印
象

的
で
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
と
今
後
の

「
二
人
」だ
か
ら
で
き
る
こ
と

展
子
さ
ん
は
現
在
、
二
人
の
母
校
の

東
京
音
楽
大
学
で
講
師
を
す
る
傍
ら
、

自
宅
で
ピ
ア
ノ
指
導
者
と
し
て
子
ど
も

た
ち
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
圭
奈
さ
ん
は
、
ド
イ
ツ
の

ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
ー
音
楽
演
劇
大
学
に
在
学

中
、
留
学
し
て
今
年
で
３
年
目
。
２
月

に
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
で
演
奏
を
終

え
た
ば
か
り
。

「
妹
は
ス
ケ
ー
ル

の
大
き
い
ド
ラ
マ
チ

ッ
ク
な
曲
が
得
意
で
、

私
は
そ
れ
と
は
反
対

の
、
繊
細
で
叙
情
的

な
曲
が
得
意
。
ホ
ン

ト
、
対
照
的
で
す
よ

ね
」
と
展
子
さ
ん
は

笑
い
な
が
ら
、
演
奏

家
と
し
て
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
違
い
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

お
二
人
に
話
を
伺

っ
た
日
は
、
二
人
が

市
内
の
増
林
小
学
校

で
「
学
校
ク
ラ
ス
コ

ン
サ
ー
ト
」
を
終
え

た
直
後
で
し
た
。

「
学
校
ク
ラ
ス
コ

ン
サ
ー
ト
」は
、学
校

の
音
楽
室
へ
プ
ロ
の

音
楽
家
を
招
い
て
ク

ラ
ス
の
子
ど
も
た
ち

を
前
に
行
う
コ
ン
サ

ー
ト
。
全
日
本
ピ
ア

ノ
指
導
者
協
会
に
よ

っ
て
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
つ
も
の
音
楽
室
が
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス

に
早
変
わ
り
す
る
「
学
校
ク
ラ
ス
コ
ン

サ
ー
ト
」
は
、
プ
ロ
の
音
楽
家
の
表
情

や
息
づ
か
い
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で

き
、
聞
く
側
の
子
ど
も
た
ち
と
同
様
に
、

演
奏
す
る
側
も
刺
激
に
な
る
よ
う
で
、

今
後
も
機
会
が
あ
れ
ば
参
加
し
て
い
き

た
い
と
楽
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。ま

た
ソ
ロ
の
活
動
は
、
展
子
さ
ん
は
、

３
月
に
か
つ
て
お
母
様
も
演
奏
を
さ
れ

た
と
い
う
サ
ン
シ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
、

市
制
施
行
５０
周
年
記
念
フ
ァ
イ
ナ
ル
イ

ベ
ン
ト
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
終
え
た
ば
か

り
。
一
方
の
圭
奈
さ
ん
は
７
月
４
日
に

都
内
の
テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と
う
で
東
京
シ

テ
ィ
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
管
弦
楽

団
と
の
演
奏
会
で
ソ
リ
ス
ト
を
務
め
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
こ
れ
か
ら
は
圭
奈
さ
ん

の
帰
国
を
待
っ
て
、
デ
ュ
オ
や
連
弾
な

ど
二
人
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
コ
ン
サ
ー

ト
も
考
え
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し

た
。展

子
さ
ん
と
圭
奈
さ
ん
、
音
楽
を
愛

し
続
け
る
二
人
の
活
動
を
今
後
と
も
見

守
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

…プロフィール…
佐藤展子さん（左）／１９７８年２月１２日生
まれ。越谷市出身で南越谷小を卒業後、
都内の中学へ通う。東京音楽大学付属
高校を経て、同大学ピアノ演奏家コー
スを卒業。ロンドンに短期留学後、２００１
年ピティナ・ピアノコンペティション
特級グランプリ受賞。２００２年、同大
学院修士課程修了。
佐藤圭奈さん（右）／１９８３年１１月６日生
まれ。越谷市出身で南越谷小、富士中
を卒業後、東京音楽大学付属高校を経
て、同大学ピアノ演奏家コースを卒業。
その後、ハノーヴァー音楽演劇大学に
留学、現在同大学ソリスト課程に在籍。
２００８年ピティナ・ピアノコンペティシ
ョン特級グランプリ受賞。

ピピ
アア
ノノ
をを
通通
じじ
たた
たた
くく
ささ
んん
のの
すす
ばば
らら
しし
いい
出出
会会
いい
がが

私私
たた
ちち
のの
エエ
ネネ
ルル
ギギ
ーー
のの
源源
でで
すす
！！ピアニスト

のり こ

佐藤 展子 さん（左）
けい な

圭奈 さん（右）
ピアニストの登竜門として知られる世界最大級のピアノコンクー
ル「ピティナ・ピアノコンペティション」の特級グランプリを姉
妹で受賞した佐藤展子さんと圭奈さん。
二人から子どもたちへ「目標に向かってあきらめないこと、目標
が見つからなくても好きなことは精一杯がんばってほしい」とい
うメッセージをいただきました。
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念記館開

ルナジリオルクラミ

▲X線分析装置

▲旋盤

………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………

会演講学科

…………………………………………………………………

特別
事業

…………………………………………………………………

「大気圧によるドラム缶つぶし」
日 時：５／３（祝）１４：４５から
会 場：玄関横
内 容：大気圧の力でドラ

ム缶をつぶす実験
を行います

対 象：どなたでも
＊雨天・強風のときは順延

「レインボーカードを作ろう」
日 時：５／２（土）～６（休）

�１０：３０～１１：３０ �１３：４５～１４：４５
会 場：１階エントランスホール
内 容：回折格子を使って虹色が見えるミラクル特製

カードを作ります
対 象：どなたでも

「機械・装置等公開」
日 時：５／４（祝）「蛍光X線分析装置」

５／５（祝）「蛍光X線分析装置」
５／６（休）「旋盤ミニ体験」
�１０：４５～１１：４５ �１３：３０～１４：３０

会 場：５／４・５／５ ワーク準備室
５／６ 工作室

対 象：どなたでも

「手回し発電もできるAM/FMラジオを作ろう」
日 時：４／２９（祝）９：１５～１２：１５
会 場：工作室
内 容：いざというときに役立つ防災グッズ、FMとTV

（１～３ch）も聴ける高性能ラジオを作ります
対 象：小学５年生以上１４人（申込み順）
参加費：２５００円（予定）
申込み：４／２８（火）までに（電話可）

「パソコンは魔法の箱？」
―小・中学生向けの「初めてのパソコン分解・組立」講座―
日 時：６／２１（日）１３：００～１６：３０
会 場：レクチャー室
内 容：解体・組立を通したパソコンのハード面の体験です
対 象：小学５年生～中学３年生１８人
参加費：無料
申込み：５／２９（金）９：００から（電話可）

＊
各
催
物
に
つ
い
て
は
、
サ
ン
シ
テ
ィ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
内
容
・
料
金
等
に
つ
い
て
は
一
部
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

�時
日
時
・
期
間

�出
出
演
者

�演
演
目
・
曲
目

�料
入
場
料

�対
対
象
・
定
員

�費
参
加
費

�申
申
込
み

「見えなかった世界が見える～大型放射光施設Sprinng‐８～」
日 時：５／３１（日）１４：００～１５：３０
会 場：多目的ホール
内 容：理化学研究所・仁科加速器

研究センターでの研究に関
するお話です

対 象：小学４年生以上２００人
申込み：４／２４（金）９：００から（電話可）

＊未就学児の入室不可

「電子レンジで押し花」
日 時：６／７（日） ９：３０～１１：３０
会 場：実験室

内 容：電子レンジを使ってはがきや
しおりを作ります

対 象：小学５年生以上１０人
参加費：２００円
申込み：５／８（金）９：００から（電話可）

「コンピュータでおもちゃのロボットを操ろう」
日 時：７／１２（日）入門編 ９：３０～１１：３０

挑戦編�１３：００～１５：００
（挑戦編は入門編をお済みの方）

会 場：工作室
内 容：〈入門編〉おもちゃのブロックで作ったロボット

のモータを制御するプログラムを作り
ます

〈挑戦編〉無線通信を使ってより深く制御の世界
に触れます

対 象：小学５年生以上
〈入門編〉５人
〈挑戦編〉４人

参加費：無料
申込み：６／１９（金）９：００から

（電話可）
＊入門編・挑戦編の同時申込可
＊未就学児の入室不可

＊発売初日は、午前１０：００から
電話予約のみ受け付けします

�時�１０：００�１４：００�１８：３０ �料￥１，０００
＊割引券をお持ちの方は２００円引き

『レボリューショナリー・ロード』
�出レオナルド・ディカプリオ
ケイト・ウィンスレット

『地球が静止する日』
�出キアヌ・リーブス
ジェニファー・コネリー

無料公開 サンシティ広場イベント
１回目１３：００から、２回目１５：００から（各イベント共通）
＊雨天決行（荒天時は中止する場合があります）
＊場所…マクドナルド越谷サンシティ店前

和音和技
WAON-WAGI

けん玉世界チャンピオンと
津軽三味線奏者日本一の、
他では見られない音と技の
コラボレーション！

４／１８
（土）

７／５
（日）

杉山清貴
アコースティック・ソロ・ツアー
“Voice of summer ’09”

�時１７：００開演
�料全席指定
￥５，５００

＊未就学児の入場不可

５／９
（土）

渡辺美里 コンサートツアー2009
Dear My Songs

～輝くとき～
�時１８：３０開演
�料全席指定￥６，８００
＊未就学児の入場不可

７／１１
（土）

サンシティクラシック・ティータイムコンサート

「吉野直子
ハープ・リサイタル」

�時１４：００開演
�出構成・お話／岡部真一郎
�料指定席￥３，５００
自由席￥３，０００

＊学生は各半額 ＊１ドリンク付き
＊未就学児の入場不可

５／２３
（土）

リチャード・クレイダーマン2009
withストリングストリオ

＆パーカッション
�時１４：００開演
�料全席指定
S席￥６，５００
A席￥６，０００

＊未就学児の入場不可

松竹大歌舞伎

７／２９
（水）

�時１４：００開演
�出片岡仁左衛門・片岡秀太郎・
片岡孝太郎・片岡愛之助 他
�演「正札附根元草摺」
「義経千本桜 すし屋」
�料特等席￥５，０００
一等席￥４，０００
二等席￥３，０００
２階席￥１，０００

＊未就学児の入場不可

６／５
（金）

狂言の世界 part.15
�時１８：３０開演
�出野村万作・野村万之介・
野村萬斎・石田幸雄 他
�演狂言の解説・小舞「景清」・
「二人大名」・「宗論」
�料全席指定
特等席￥４，０００
一等席￥３，０００
二等席￥２，０００

＊学生は各半額、シニア（６０歳以上）は一等席・二等席のみ
１割引
＊未就学児の入場不可

実験・工作体験 月ごとに変わるおもしろメニュー 先着順

＊水曜・金曜日は中止となる場合があります

小学校１年～３年生のお子さんは保護者といっしょに入室し、見学すること
ができます（実験・工作の参加はご遠慮ください）。未就学児は安全上の配
慮により入室をご遠慮ください。

科学工作体験
振り子で遊ぼう
分光器を作ろう
不思議なバネ振り子
立体万華鏡を作ろう

科学実験体験
炎色反応と花火
蛍の光を作ろう
真空の不思議
シャボン玉の不思議

４月
５月
６月
７月

＊科学技術体験センターの行事は、ミラクルホームページ（http : //www.
miracle.city.koshigaya.saitama.jp）や毎月発行の「ミラクルニュース」
でご確認ください（内容については一部変更になる場合があります）

●利用料金
入場無料。ただし、実験・工作等の参加費が必要な場合があります

●団体利用（１５人以上）の方法
あらかじめご連絡のうえ、申請書を提出し、許可を受けてください

●多目的ホール（祝日を除く火曜・木曜日のみ）、レクチャー室の貸し
出しには次の料金がかかります

レクチャー室
１，０００円
１，６００円
２，３００円

＊越谷市、草加市、八潮市、三郷市、吉川市、松伏町以外の方は上記金額の３０％増し

多目的ホール
５，０００円
８，０００円
１２，０００円

午前（９：００～１２：００）
午後（１３：００～１７：００）
全日（９：００～１７：００）

利
用
案
内

◆ホール貸し出し抽選会

＊５／１（金）１４：００からホールフロントで平成２１年９月～２１年１１月
の小ホールギャラリーの抽せんあり

小・展示ホール（５市１町内）

２１年１２月分
２２年１月分
２２年２月分

大ホール

２２年５月分
２２年６月分
２２年７月分

申込み期間

５／１�～１０�
６／１�～１０�
７／１�～１０�

２４・２５
（金）（土）

４

休館日（5月～7月）
月曜日（祝日を除く）
5／7・7／21

それいけ！アンパンマン ショー
「みんなでさがそう！ゆめの花」

みんなの人気者、アンパン
マンの新作の登場です。お
楽しみに！

５／２
（土）

５／３
�発売

THEよしもとライブSHOW
�時６月１２日（金）１８：００開演
�料全席指定 前売３，５００円
当日４，０００円
（残席があった場合のみ）
＊５歳以上有料
�出ザ・パンチ、フルーツポンチ、
ジョイマン、しずる、ピース、
カナリア 他

＊都合により出演者が変更になる場合
があります
＊サンシティメンバーズ優先予約：５／２（土）

「まんまるよやくシステム」による申込み方法
インターネット・携帯電話・一般家庭電話または直接窓口

で「抽せん申込み」の受け付けをしています。
■インターネット・携帯電話での利用は事前登録が必要
抽せん結果：毎月１２日（メール・窓口にて通知）
使用の確定：当せんした方は抽せんのあった月の１２日～１８
日に窓口での使用申込み手続きが必要です。
なお、１９日以降は上記方法で通常予約可能。

＊期間内に窓口での使用申込みをされない場合は当せんの権利が取
り消しとなります
＊５市１町とは、越谷市、草加市、八潮市、三郷市、吉川市、松伏町

２９・３０
（金）（土）

５

竹花真弓とマリンバ・ヴァーツ
ミニ・コンサート

マリンバと打楽器、ピ
アノが織りなす華やか
で迫力あるコンサート
にご期待ください！

５／２３
（土）

わんわん大サーカス

かわいらしく、エキサ
イティングな演技の
数々を披露します。触
れ合ったりもできる
よ！

６／６
（土）

５／１０
�発売

サンシティクラシック・ティータイムコンサート
「シエナ・ブラス5」
�時９月５日（土）
１４：００開演
�出構成・お話／岡部真一郎
�料指定席￥３，５００
自由席￥３，０００

＊学生は各半額
＊１ドリンク付き
＊未就学児の入場不可

＊サンシティメンバーズ優先予約：５／９（土）

	やなせたかし／フレーベル館･TMS･NTV

講師：理化学研究所
工学博士 原 雅弘さん
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親子科学クラブメンバー募集
親子で不思議で楽しい実験、観察、製
作等の活動に親しみ、科学するおもし
ろさを体験しませんか。
開催予定：年６回

第１回目 ５／１７（日）
１０：００～１２：００

内 容：ヨーグルトを作ろう、花火を作
ろう、エコーマイクを作ろう、
年賀状を作ろう、大気圧を実験
で確かめようなど

対 象：小学生と保護者１０組
（乳幼児の同室はご遠慮ください）

年会費：無料
申込み：４／２６（日）９：００から電話での受

け付け

●わくわく科学教室
◇すばらしきカビの世界
日 時：５／３０（土）１０：００～１１：３０
対 象：小学生以上（１年・２年生は

保護者同伴）２０人
申込み：５／６（休）９：００から
◇ポップコーン、カレー味に挑戦！
日 時：６／７（日）１０：００～１１：３０
対 象：小学生以上（１年・２年生は

保護者同伴）２０人
申込み：５／２０（水）９：００から

◇空気の不思議を体験しよう
日 時：６／２１（日）１０：００～１１：３０
対 象：小学生以上（１年・２年生は保

護者同伴）２０人
申込み：６／５（金）９：００から

●親子自然体験教室inあだたら
日 時：６／６（土）～７（日）《１泊２日》
対 象：市内在住の小学生以上の親子３０

人（幼児同伴不可）
宿 泊：越谷市立あだたら高原少年自然

の家
交 通：市のバスを利用
参加費：小・中学生３，０００円、大人３，５００円
申込み：５／６（休）９：００から

●こどもの日フェスティバル
日 時：５／４（祝）・５（祝）
内 容：特別映画会、ヒマワリこども音

楽会、かんたん工作、葉脈のしお
り作り、ベッコウアメ作りなど

＊詳しくは「ヒマワリだより・こどもの日フェス
ティバル特集号」をご覧ください

＊５／３（祝）には、プレ・こどもの日フェスティ
バルもあります（スライム作りや映画会など）

３歳児幼児クラブ
親子で楽しくさまざまな体験をしてみましょう。運動遊びや工
作、リズム遊びなどバラエティに富んだ内容の活動をします。
日 時：５／１４～７／１６の毎週木曜日（全１０回）１０：００～１１：２０
対 象：平成１７年４月２日～１８年４月１日に生まれたお子さん

と保護者２４組
申込み：４／３０（木）９：００から電話で受け付け

子どもや孫に教えたい科学工作教室
身近な材料を使った科学に関する簡単な工作や実験を通
して、子どもたちへの科学に対する楽しさや興味を導く
ヒントを探ります。
日 時：７／１２（日）１０：００～１２：００
対 象：子を持つ親やその祖父母など大人の方２０人

（乳幼児の同伴はご遠慮ください）

内 容：紙皿を使っての「皿回し」、ストローやトイレ
ットペーパーを使用した「ストロー笛」、ビー
玉を使った「ピコピコキャタピラ」の作成など

申込み：６／２８（日）９：００から電話で受け付け

ちびっこフェスティバル2009
日 時：５／４（祝）・５（祝）
内 容：ちびっこチャリティーマーケット、ネオステンドアート、

折り紙コーナー、スペシャルサイエンスショー、プラネタ
リウム無料投影（幼児番組）、似顔絵コーナー、越谷龍虎
太鼓、マジックショーなど

＊詳しくは、コスモスだより・ちびっこフェスティバル特集号をご覧ください

天体観望会

�５／２（土）
�６／６（土）
�７／４（土）
いずれも１８：３０～２０：００
�「春の星空探訪
～上弦の月と土星」
�「初夏の星空探訪
～しし座、おとめ座と土星」
�「夏の星空探訪
～土星と星の宝石アルビレオ」
小学生以上各５０人
（乳幼児は参加できません）

�４／１８（土）
�５／２３（土）
�６／２０（土）
いずれも９：００から電話での受け付け

おもしろ科学教室

分光シートの万華鏡を作ろう
６／２１（日）１０：００～１２：００
小学生以上１５人（小学３年生まで保
護者同伴・乳幼児の同室はできません）

１５０円（材料費）
６／７（日）９：００から電話での
受け付け

日 時

内 容

対 象

申込み

日 時

対 象

参加費

申込み

プラネタリウム

�春の番組「春の星空とほうき星」
�夏の番組「夏の星空と天の川探検」

�６／１４（日）まで �６／２０（土）から
土曜・日曜日、祝日
１１：００から、１４：００から、１５：３０からの３回投影

３歳以上
（３歳未満の乳幼児は入場できません）

小学生以上１人１回１００円
＊５月４日（祝）、５日（祝）は子ども番組を無料投影

夏のイベント 前期

特別展「２１世紀は科学の世紀 偉大
なる科学者に学ぼう�」～世界天文年
２００９宇宙の謎を解き明かすのは君だ！

７／２０（祝）～７／３１（金）
夏休み科学教室、サイエンスチ
ャレンジ、スペシャルサイエン
スショー、ホタルの夕べ、コン
サート、宇宙絵画コンテスト、
宇宙センター見学会など
＊詳しくは、７月発行予定のコスモスだより、
夏のイベント特集号をご覧ください

日 程

投影日

対 象

観覧料

期 間

内 容

子どもクラフト教室

「きらきら輝くビー玉ネックレスを作ろう」
５／１０（日）１０：００～１２：００
１５０円（材料費）
小学生以上１５人（小学３年生まで保
護者同伴・乳幼児の同室はできません）

４／２６（日）９：００から電話での受け付け

ふれあい科学教室

�５／２４（日）、�６／２８（日）
いずれも１０：００～１２：００
�「ポカポカ入浴剤を作ろう」
�「オリジナルソープを作ろう」
�１００円（材料費）
�３００円（材料費）
小学生と保護者各１０組
�５／１０（日）
�６／１４（日）
いずれも９：００から電話での受け付け

日 時
参加費

対 象

申込み

日 時

内 容

参加費

対 象

申込み

＊日時・内容については一部変更に
なる場合があります。毎月発行の
「コスモスだより」でご確認ください

＊事前に予約が必要な行事については、受付
初日の午前中は電話のみの受け付け。午後
からは、窓口でも受け付けします
＊定員のある行事は申込み順になります

やってみよう！サタデーバイオ教室

セントポーリアの葉を使ってバイオテクノロジーを体験
５／９・７／１１・１０／１０の土曜日（全３回）
�１０：００～１１：３０、�１４：００～１５：３０
小学３年以上各１０人
４／２１（火）９：００から

＊最終日にはバイオで育てたセントポ
ーリアをプレゼントします

わくわく人形劇～人形劇サークル「ハメハメハ」
５／３０（土）１４：００～１５：００
幼児（保護者同伴）、小学生以上
１５０人（先着順）

親子１日キャンプ体験～しらこばとキャンプ場～
７／１２（日）９：００～１６：００
小学生以上の親子３０人
５００円（予定：材料費および保険代）
６／２０（土）９：００から

ヒマワリおはなしの広場
５／２（土）１３：０５～１３：５５
幼児（保護者同伴）～小学生３０人
グループ越谷おはなし勉強会による
「こどもの日おたのしみおはなし会」
４／２１（火）９：００から

日 時

対 象
申込み

日 時

対 象

日 時
対 象
参加費
申込み

日 時
対 象

内 容

申込み

ミルキーママ・スクール

あかちゃんとママのマッサージでスキンシップ
６／１１（木）１０：３０～１１：３０
市内在住の０歳～２歳の乳幼児を持つ保護者２０人
バスタオル、浴用タオル各１枚
５／２０（水）９：００から

子育て広場 あつまれ！０歳児
６／２（火）１０：００～１１：００
市内在住の０歳の乳児と保護者２０組
５／２１（木）９：００から電話のみ

子育て広場 あつまれ！１歳児
７／７（火）１０：００～１１：００
市内在住の１歳の幼児と保護者２０組
６／２３（火）９：００から電話のみ

ヒマワリ自然観察会～若葉をウォッチ！北本自然観察公園～
５／３１（日）９：００～１６：３０
小学生以上３５人（３年生以下は保護者同伴）
１００円（保険代）
５／６（休）９：００から

ヒマワリこども音楽会～越谷市音楽団
６／２１（日）１４：００～１５：００
幼児（保護者同伴）、小学生以上１５０人（先着順）

日 時
対 象
持ち物
申込み

日 時
対 象
申込み

日 時
対 象
申込み

日 時
対 象
参加費
申込み

日 時
対 象

のびのび親子教室

◇こいのぼりをつくろう
５／１（金）１０：３０～１１：３０
市内在住の２歳の幼児と保護者２５組
４／２３（木）９：００から電話のみ

◇ポンポンスタンプで遊ぼう
６／５（金）１０：３０～１１：３０
市内在住の２歳の幼児と保護者２５組
５／２２（金）９：００から電話のみ

やんちゃたいむ

◇ふわふわ風船あそび
５／２１（木）１０：３０～１１：３０
市内在住の３歳以上の幼児と保護者２５組
５／１（金）９：００から電話のみ

◇フープであそぼう
６／１８（木）１０：３０～１１：３０
市内在住の３歳以上の幼児と保護者２５組
６／６（土）９：００から電話のみ

お父さんと遊ぼう
５／９（土）１０：３０～正午
１歳～３歳の幼児と父親または両親１５組
４／２１（火）９：００から

日 時
対 象
申込み

日 時
対 象
申込み

日 時
対 象
申込み

日 時
対 象
申込み

日 時
対 象
申込み

休館日（5月～7月）
月曜日（祝日を除く）
5／19・7／21

休館日（5月～7月）
月曜日（祝日を除く）
0／0・0／0
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温水プール
最終遊泳時間

トレーニングルーム

ふれあいデー（一般開放日）
日 時：５／１０（日）・６／７（日）・７／１２（日）

９：３０～１６：００
内 容：入浴や卓球など
対 象：市内在住の方なら、どなたでも

ご利用になれます
費 用：無料

シニアグラウンドゴルフ大会
日 時：５／２０（水）

８：３０から受け付け、９：３０から試合開始
＊雨天の場合は５／２２（金）

対 象：市内在住の６０歳以上の方３８４人（申込み順）
費 用：５００円
申込み：４／２１（火）～２４（金）に参加費を添えて直接

けやき荘へ

生活・健康相談
日 時：開館日の１０：００～１５：１５
対 象：市内在住

の６０歳以
上の方

リハビリなんでも相談
月に１回、理学療法士がリハビリにつ
いての相談をお受けします
日 時：毎月第１木曜日

９：３０～１１：００（５月は１４日（木））
場 所：機能回復訓練室
内 容：機能回復訓練室の機器の使用

方法や日常生活における機能
訓練、腰痛予防、筋力や体力
向上などのアドバイスをいた
します

対 象：市内在住で６０歳以上の方、ま
たは保健センターの指導のあ
った方８人（先着順）

費 用：無料
申込み：当日直接ゆりのき荘へ

ふれあいデー（一般開放日）
日 時：毎月第３土曜日

９：３０～１６：００
内 容：卓球、ベイゴマなど
対 象：市内在住の方なら、どなたで

もご利用になれます
費 用：無料

生活・健康相談
日 時：開館日の１０：００～１５：００
対 象：市内在住の６０歳以上の方

春のふるさとウォーキング
日 時：５／２８（木） ９：３０～１５：００
＊小雨決行。雨天の場合は、６／４（木）に延期
対 象：市内在住の６０歳以上の方２５人

（申込み順）
コース：くすのき荘～野鳥の森～花田苑

（見学）～�西用水土手（昼食）
～大聖寺（見学）～グリーン・
マルシェ＝（バス）＝くすのき荘
（約１０キロ）

費 用：１００円（花田苑入園料）
持ち物：飲み物、お弁当、帽子、タオル、

保険証（コピー可）
申込み：５／８（金）～

５／１５（金）
９：３０から
本人が直接
くすのき荘へ

ふれあいデー（一般開放日）
日 時：�５／１７（日）、�６／１４（日）、

�７／１９（日） ９：３０～１６：００
内 容：映画「男はつらいよ」上映

（１０：１０～・１３：１０～の２回上映）
ビリヤード、卓球など

�越谷市消防音楽隊演奏会
（１２：００～１３：００）

�ダンボールで生ごみ堆肥化にチャレ
ンジ講座（１０：００～１２：００）
�県の選択無形民俗文化財指定北川崎
虫追いについてのお話（１１：３０～１３：００）

対 象：市内在住の方なら、どなたでも
ご利用になれます

費 用：無料
申込み：当日直接くすのき荘へ

リハビリなんでも相談
理学療法士がリハビリについての相談を
お受けします。
日 時：５／１５（金）９：３０～１１：００
場 所：多目的ホール
内 容：機能訓練の方法、腰痛予防、筋力

向上、体力向上、血圧測定など
対 象：市内在住の６０歳以上の方８人

（先着順）

費 用：無料
申込み：当日直接くすのき荘へお越しく

ださい

生活・健康相談
日 時：開館日の１０：００～１５：００
対 象：市内在住の６０歳以上の方

【公開時間】
１部：９：３０～１２：００（１１：４５）
２部：１３：００～１５：３０（１５：１５）
３部：１６：００～１８：３０（１８：１５）
４部：１９：００～２１：３０（２１：１５）
＊公開時間は、プール受付開場時間から更
衣室利用終了時間までの２時間半です
＊各部では、公開開始から１時間後に１０分
間の休憩時間があります
＊混雑時には入場制限することがあります
＊毎週木・日曜日、リラクゼーションプールは、メンテナンスのため
２１：００で終了となります

【利用料金】
大人４００円、小・中学生３００円、６０歳以上２００円
＊６０歳未満の障がい者は、半額の利用料金です
＊車いすの方もご利用いただけます
＊３歳未満の方は利用できません
＊年齢を問わず、排せつが自立していない方は入場できません

【利用時間】９：３０～２１：３０（最終入場時間２０：３０）
＊初めての方は初回講習会（予約制）を受講しないとご利用で
きません
講習会は開館日の�１４：００から、�１９：００からの２回です

【利用料金】
一般 １回４００円、
６０歳以上 １回２００円
＊小・中学生はご利用
できません

＊掲載内容は都合により変更になる場合があります。詳しくは、けやき荘・くすのき荘へお問い合わせください＊掲載内容は都合により変更になる場合があります。詳しくは、ゆりのき荘・越谷市民プールへお問い合わせください

４（祝）・５（祝）・
６（休）・７（木）・
１０（日）・１８（月）・２４（日）

１（月）・７（日）・
１５（月）・２１（日）・２９（月）

６（月）・１２（日）・
２０（祝）・２１（火）・２６（日）

５月

６月

７月

休

館

日

３（祝）・４（祝）・５（祝）・６（休）・１１（月）・１７（日）・２５（月）・３１（日）

８（月）・１４（日）・２２（月）・２８（日）

５（日）・１３（月）・１９（日）・２０（祝）・２７（月）

５月

６月

７月

休
館
日

７日（木）・１１日（月）・１８日（月）・２５日（月）

１日（月）・８日（月）・１５日（月）・２２日（月）・２９日（月）

６日（月）・１３日（月）・２１日（火）・２７日（月）

５月

６月

７月

休
館
日

７日（木）・１１日（月）・１８日（月）・２５日（月）

１日（月）・８日（月）・１５日（月）・２２日（月）・２９日（月）

６日（月）・１３日（月）・２１日（火）・２７日（月）

５月

６月

７月

休
館
日

温水プールをご利用になれない日

施設点検および特別清掃のため
�温水プール ５月８日（金）～１３日（水）
＊トレーニングルームは利用できます

けやき荘を一部ご利用になれない日

�５／２９（金） 午前中教養娯楽室 越谷市老人クラブ
連合会総会のため

�７／１０（金） 午前中教養娯楽室 越谷市老人クラブ
連合会役員会のため



古紙配合率70％再生紙を使用しています 
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環境にやさしい 
大豆油インキを使用しています 
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市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
■
２６
日
�火

総
合
公
園

さ
つ
き
大
会
■
２７
日
�水
〜
３１
日
�日

第
１
体
育
館

花
の
展
覧
会
■
上
旬

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

梅
の
実
収
穫
体
験
■
上
旬

越
谷
梅
林
公
園

水
道
フ
ェ
ア
■
７
日
�日

越
谷
・
松
伏
水
道
企
業
団

歯
科
健
康
フ
ェ
ア
■
７
日
�日

保
健
セ
ン
タ
ー

七
夕
プ
レ
フ
ェ
ス
タ
■
２７
日
�土

北
越
谷
駅
西
口
さ
く
ら
広
場

花
田
苑
ホ
タ
ル
観
賞
の
夕
べ
■
上
旬

花
田
苑

七
夕
フ
ェ
ス
タ

■
７
日
�火
〜
１２
日
�日

男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー

県
展
記
念
作
品
展

■
７
日
�火
〜
１２
日
�日

サ
ン
シ
テ
ィ
展
示
ホ
ー
ル

下
間
久
里
の
獅
子
舞
■
１５
日
�水

香
取
神
社
（
下
間
久
里
）

夏
休
み
イ
ベ
ン
ト
パ
ー
ト
Ⅰ

■
１８
日
�土
〜
８
月
２
日
�日

児
童
館
ヒ
マ
ワ
リ

八
坂
神
社
祭
礼
■
中
旬

八
坂
神
社
（
大
沢
）

夏
の
イ
ベ
ン
ト〈
前
期
〉■
２０
日
�祝
〜
３１
日
�金

児
童
館
コ
ス
モ
ス

北
川
崎
の
虫
追
い
■
２４
日
�金

川
崎
神
社
（
北
川
崎
）

大
相
模
ま
つ
り
■
２５
日
�土
・
２６
日
�日

大
相
模
小
学
校
校
庭

消
防
団
夏
季
特
別
訓
練
■
２６
日
�日

出
羽
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

越
谷
花
火
大
会
■
下
旬

市
役
所
周
辺

レイクタウンオープニングフェス
タで始まった市制５０周年記念事業。
NHKのど自慢をはじめ数々の記念
事業が行われました。�記念の年に、
いくつかの星が輝きました。北京五
輪の星選手、式典で命名した越谷星。
記念事業のファイナルイベントで演
奏された名曲「星に願いを」には感
動しました。�３月に若田さんが３
度目の宇宙へ。宇宙から見る地球は、
さぞ美しく見えることでしょう。
�市制５０周年を契機に、ふるさと越
谷に対する思いを新たに、そして皆
さんと共に飛躍できるような越谷を
創っていきたいと思います。 （あ）
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５
月

日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

時
間
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ
は
広
報
広
聴
課
�
９
６
３
�
９
１
１
７
へ

６
月

７
月

花の展覧会

北川崎の虫追い

看護の日

越
谷
花
火
大
会

さつき大会

歯科健康フェア


